
大
学
と
連
携
し
、

 
 

地
域
活
性
化
や
環
境
保
全
な
ど

 
 
 
 
 
 

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す

 　

佐
渡
市
で
は
、
大
学
の
持
つ
知
的
資
源
や

人
的
資
源
等
を
活
用
し
、
活
力
の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
様
々
な

大
学
と
の
連
携
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館
を
、

大
学
と
の
連
携
事
業
の
活
動
拠
点
と
し
て
も

位
置
づ
け
、
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

新
潟
大
学
が「
朱
鷺
・
自
然
再
生
学

研
究
セ
ン
タ
ー
」を
開
所
し
ま
し
た

　

佐
渡
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
新
潟
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
佐
渡
島
に
お

い
て
、
ト
キ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ビ
オ
ト
ー

プ
整
備
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館

に
「
朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
た
自
然
再
生
と
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
総

合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
ト

キ
の
野
生
復
帰
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、

ト
キ
と
の
共
生
を
軸
に
し
た
佐
渡
島
の
未
来

像
を
探
り
、
自
然
再
生
・
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
人
材
養
成
を
担
う
も
の
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
域
の
方
々
が
利
用
い

た
だ
け
る
「
セ
ミ
ナ
ー
室
」
と
、
他
大
学
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
け
る
「
共
同

研
究
室
」
が
あ
り
ま
す
。
大
学
と
地
域
と
が

一
体
と
な
っ
て
自
然
再
生
と
地
域
づ
く
り
を

考
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
目
標
が
達
成
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
山
岸
哲
セ
ン
タ
ー
長
（
新

潟
大
学
特
任
教
授
／
山
階
鳥
類
研
究
所
名
誉

所
長
）
の
他
、
約
15
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
ま
す
。　

お
問
い
合
わ
せ　

新
潟
大
学
朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
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東
京
農
業
大
学
が「
子
ど
も
向
け
教
材

開
発
・
普
及
活
動
」に
取
り
組
み
ま
す

　

佐
渡
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
東
京
農
業
大
学
で
は
、
独
立
行
政
法
人
青

少
年
教
育
振
興
機
構
が
行
う
、
平
成
22
年
度

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
金
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
向
け
視
聴
覚
教
育
資
料
を
作
成
・
頒
布

し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
「
佐
渡
の
自
然
と
ト
キ
の
野

生
復
帰
か
ら
学
ぶ 

食
、
農
、
環
境 

― 

人
と

自
然
の
共
生
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
佐
渡
を
１
年
間
か
け
て
取
材

し
、
視
聴
覚
教
育
資
料
を
全
国
の
高
校
や
、

自
然
系
博
物
館
お
よ
び
大
学
博
物
館
に
無
償

頒
布
す
る
ほ
か
、
東
京
農
業
大
学
「
食
と
農
」

の
博
物
館
で
３
年
間
放
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、

佐
渡
島
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

東
京
農
業
大
学　

事
務
局 

局
次
長　

大
倉

０
３
―
５
４
７
７
―
２
２
２
３　

　

F
A
X
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―
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７
―
２
６
４
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u
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@
n
o
d
a
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東
京
工
業
大
学
等
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
再
生
共
同
研
究

所
」を
開
所
し
ま
し
た　

　

科
学
技
術
振
興
機
構
・
社
会
技
術
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
・
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
）

の
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
に
根
ざ
し

た
脱
温
暖
化
・
環
境
共
生
社
会
」・「
地
域
共

同
管
理
空
間
（
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
）
の

包
括
的
再
生
の
技
術
開
発
と
そ
の
理
論
化
」

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
（
東

京
工
業
大
学
・
九
州
大
学
・
兵
庫
県
立
大
学

の
研
究
グ
ル
ー
プ 

代
表　

桑
子
敏
雄
（
東

京
工
業
大
学
大
学
院
教
授
）
）
は
、
自
然
生

態
系
と
地
域
社
会
の
包
括
的
再
生
に
向
け
て

研
究
を
進
め
る
た
め
、
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会

館
に
「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
再
生
研
究
所
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
環
境
哲
学
と

い
う
学
問
を
切
り
開
い
た
ベ
ア
ー
ド
・
キ
ャ

リ
コ
ッ
ト
氏
（
ノ
ー
ス
テ
キ
サ
ス
大
学
教
授
）

を
招
い
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
脱
温
暖

化
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
佐
渡
島
の
環
境

保
全
・
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
談
義
し

ま
す（
環
境
哲
学
国
際
談
義
）。
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
佐
渡
島
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

会　

場　

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

日　

時　

６
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時
30
分

連
絡
先　

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部 

　
　
　
　

環
境
教
育 

講
師 

豊
田
光
世

　
　
　
　

０
７
９
―
２
９
２
―
９
４
１
０

メ
ー
ル　

to
y
o
d
a
@
sh
se
.u
-h
y
o
g
o
.a
c.jp
  

お
問
い
合
わ
せ　

ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
再
生
共
同
研
究
所

・
F
A
X 

22
―
３
６
６
６

メ
ー
ル　

k
am
ok
en
0
8
@
eb
on
y
.plala.or.jp

「朱鷺・自然再生学研究センター」の開所式
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